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ある、と論ずる (9 : 91)。現代的にいえば、直観とは単称項（singular term）として役
立つ表象のことなのだ。だからたとえば言語的な表象としての固有名なども、一種の















































































































































(6) Domski (2010)によればカントは 1764年の『自然神学と道徳の原則の判明性』時点では、
この難点を解消できなかった。たとえば円の性質を認識するために我々は実際に円を描き、そ
の図形（記号）にあらわれる諸関係を証明する。そしてその諸関係の普遍的な規則を具体的に
「見て取る」とされる (2 : 278)。この際に我々は、「人は自分の眼で見るものが確実であるの





















(10)われわれはまず三角形 ABCを考える。そして辺 BAを DA＝CAとなるような点 Dへと延
長する。次に線分 DCを描く。このとき二等辺三角形の性質より∠ ADC＝∠ ACDであり、
∠ BCD＞∠ ADC であることが帰結する。より大きい角度は、より長い辺に対されるから、

















と稠密性として、8x; y9z(x < y→ x < z < y)といった形式で表現されるだろう。
(17)「xは Fである」を反復適用して「「xは Fである」は Fである」を形成しても意味をなさ
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